
2-1 大都市圏都心部における附置義務基準からの削減率の考え方
2-2 大店立地法で定められた台数との整合性について
2-3 地域ルール等の検討・運用における具体的な検討の進め方・プロセス
2-4 地域ルール等の検討・運用における 関係者の取扱いについて

○ 駐車場の需要分析において、“駐車目的”を
把握することが重要。

○ 駐車目的を把握するための方法として、PT
調査や駐車場の入出庫データ等を活用した
様々な分析手法を紹介。
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様々な分析手法を紹介。

1-1 駐車目的把握の重要性
1-2 駐車目的を把握するための方法
1-3 駐車目的地側の重要性について
1-4 駐車需要の日変動に関する考え方について

まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン（実践編-調査・分析）概要

１．需給状況の把握方法について

２. 供給量の適正化に向けて

3-1 駐車料金による誘導の考え方について
3-2 駐車需要の誘導のための留意点について

３. 需要量の適正化に向けて

4-1 公営駐車場等の経営について
4-2 まちのにぎわいづくりと併せた駐車場経営について

４. まちづくりと連携した駐車場施策に向けて

○ 公共交通が発達した都心部のエリアでは、
駐車場の余剰が発生。

○ こうしたエリアにおいては、地域ルールを活
用する等、地域特性に応じた附置義務の適正
化を図ることが望ましい。
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○ 利用する駐車場を選択する際には、目的地
までの距離や駐車時間による影響が大きい。

○ 駐車需要を誘導するためには、駐車料金に
よる誘導以外にもモビリティ・マネジメント等を
活用し、駐車目的に即した対応を行うことが
望ましい。
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○ 経営状況が悪化している公営駐車場におい
ては、IT技術等を活用した運営の効率化や弾
力的な料金制度の導入等の改善方策が有効。

○ また、まちなかの賑わい創出を目的とした各
種イベントを活用する等、駐車場の利用増加
に向けた施策も有効。
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